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人間科学科目

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　人間科学科目は、今日の科学技術者に必要な基礎的な能力と幅広い教養を身につける科目で

す。そのため、７つの科目区分を設け（スキル・キャリア、コミュニケーション、スポーツ・

健康、人間理解、社会理解、異文化理解、技術者教養）、学生がバランスよく学習できるよう

に教育課程を編成し、実施します。

教育目標と理念
　本学の理念である「技術は人なり」は、現在の社会において、いよいよ重要な意義を持ち始

めている。人間科学系列は、技術者に必要な豊かな教養の修得と基礎的な訓練による「人」と

しての力の向上を教育の理念とします。まず、学びは、大学で完結するものではなく、むしろ

社会に出てからいよいよその必要性が高まるものです。その意味で、大学在学中に、（1）自

分で自分を教育することができる能力を習得することがまずは重要となります。その上で、（2）

社会における一人の「人」として、自己自身を知って管理し、人々と適切に交流し、場面に応

じて的確に判断し行動するために必要な思考能力と知識とを身につけなければなりません。特

に、（3）「技術」を持つ「人」としてこの社会の中で、自分自身の技術が持つ意義や役割につ

いて深く考え、判断し、的確な行動を取ることができるために修得すべき幾多の知識とスキル

が必要です。人間科学系列では、以上の観点から、それぞれの目的に応じた科目を設置し、そ

れを７つの科目に区分して提供します。
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人間科学科目　履修モデル

●進級条件と卒業条件

３年次から４年次への進級条件 人間科学科目 10単位以上を修得していること。

卒業要件 人間科学科目 16単位以上（科目区分「技術者教養」に含ま
れる科目 2単位を含む）を修得していること。

※  2 年後期までに、履修できる全ての科目（技術者教養科目 1科目を含む）に合格した場合には、
卒業所要単位を修得できる。早期に卒業条件を満たすように、計画的に履修すること。
※「技術者教養」は必ず 1科目（2単位）修得すること。なお、「技術者教養」を複数科目修得し
た場合は、人間科学科目区分の卒業所要単位として認定される。

※ 16単位を超えて修得した単位は「任意に選択し、修得した科目」の単位に算入される（電気電
子システムコース：JABEEは除く）。

●履修上の注意

　人間科学科目は、今日の技術者に必要な基礎的な能力と幅広い教養を身につけるため、
各自の関心と必要に応じて多様な科目の中から選択して履修することができるようになっ
ている。その利点を活かすため、自らを省みて、自分の得意分野を伸ばすとともに、不足
している能力や知識を補い、バランスのとれた教養を身につけることができるように心が
ける必要がある。科目選択の参考のため、各科目区分の概要とその科目区分に含まれる科
目を示す（次ページ参照）。
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英語科目

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　英語科目は、国際人として必要な英語のコミュニケーションの基本を身につけること、及び

将来エンジニアとして自分の考えを発表し伝達しようとする積極的態度を涵養することを柱と

し、学生によって異なる英語力に対応するために、基幹科目と発展科目を学習できる教育課程

を編成し、実施します。

　基幹科目では、英語の総合的な能力の涵養を図ります。発展科目では、アカデミックな話す

力、聴く力、読む力、書く力など、技能別スキルの向上を図ります。

教育目標と理念
　近年、海外の人々との英語によるコミュニケーションは益々身近なものとなってきました。

特にエンジニアにとっては、英語を用いて最新情報の収集・発信を行うことは、今や日常的に

なってきています。グローバル化が進むにつれ、国内外で活躍するエンジニアにとって、より

高度な英語力を身に付けることは社会的に求められつつあります。また、社会生活を送り、異

文化を理解する上においても英語は必要不可欠なコミュニケーションの手段となっています。

これらの社会情勢に即し、英語系列では、まず学生の現在の英語力を診断し、それに基づいた

習熟度別の指導体制を採っています。それぞれに求められる知識により基礎を固め、さらには

英語の運用能力、すなわち、「読む」・「書く」・「話す」・「聴く」の４技能すべてを社会での実

用に足るレベルにまで向上させる教育を行います。さらに各スキルを磨くことを希望する学生

を対象に、発展的な内容を扱う授業も準備しています。
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英語科目　履修モデル

卒業所要単位における必要な単位数（英語科目 6単位）
■英語履修モデルの見方
この履修モデルは、レベル別の履修の例を示したものである。しかし、レベルについては固定的に考えるの
ではなく、英語力を伸ばし、上のレベルに移行することを目指して学習に取り組むこと。基幹科目（総合英
語Ⅰ・Ⅱ、口語英語Ⅰ・Ⅱおよび総合英語Ⅲ・Ⅳ）においては授業もレベル別に行われるが、学年や学期の
区切りで英語力の伸長状況により移動もありうる。

対象 英語初級 英語中級 英語上級

教育・学習目標

　英語初級レベルの学生に対し
て、英語の基礎を習得すること
を目標とする。
　読む、書く、聴く、話すを基礎
からバランスよく習得することを
目指す。英語の基幹科目（総合
英語Ⅰ・Ⅱ、口語英語Ⅰ・Ⅱおよび
総合英語Ⅲ・Ⅳ）に専念して履修
を進めることを推奨する。特に
基礎力の充実が必要な学生は英
語基礎演習の履修を推奨する。

単
位
数

　英語中級レベルの学生に対し
て、英語の基礎力の充実と運用
能力の向上を目指す。
　英語の基幹科目（総合英語Ⅰ・
Ⅱ、口語英語Ⅰ・Ⅱおよび総合
英語Ⅲ・Ⅳ）を中心とした履修
を推奨するが、興味、学力に応
じて、英語演習 A・Bの履修が可
能である。

単
位
数

　英語上級レベルの学生に対し
て、英語の 4技能の運用能力の
向上、および自己表現力の習得
を目指す。
　英語の基幹科目（総合英語Ⅰ・
Ⅱ、口語英語Ⅰ・Ⅱおよび総合
英語Ⅲ・Ⅳ）に加えて、英語演
習 A～ Dおよび最上級者には英
語演習 E・Fの履修も推奨する。

単
位
数

履
修
推
奨
科
目

1 年

前
期

総合英語Ⅰ 1 総合英語Ⅰ 1 総合英語Ⅰ 1

口語英語Ⅰ 1 口語英語Ⅰ 1 口語英語Ⅰ 1

後
期

総合英語Ⅱ 1 総合英語Ⅱ 1 総合英語Ⅱ 1

口語英語Ⅱ 1 口語英語Ⅱ 1 口語英語Ⅱ 1

小計 4 4 4

累計 4 4 4

2 年

前
期

総合英語Ⅲ 1 総合英語Ⅲ 1 総合英語Ⅲ 1

（英語基礎演習Ⅰ） （1） （英語演習 A） （1） （英語演習 A） （1）

後
期

総合英語Ⅳ 1 総合英語Ⅳ 1 総合英語Ⅳ 1

（英語基礎演習Ⅱ） （1） （英語演習 B） （1） （英語演習 B） （1）

小計 2 2～ 2～

累計 6 6～ 6～

3 年

前
期
（インターネットで学ぶ英語Ⅰ） （1） （英語演習 C） （1） （英語演習 C） （1）

（インターネットで学ぶ英語Ⅰ） （1） （インターネットで学ぶ英語Ⅰ） （1）

後
期
（インターネットで学ぶ英語Ⅱ） （1） （英語演習 D） （1） （英語演習 D） （1）

（インターネットで学ぶ英語Ⅱ） （1） （インターネットで学ぶ英語Ⅱ） （1）

小計

累計

4年

前
期

（英語演習 E） （1）

後
期

（英語演習 F） （1）

小計

総計 6～ 6～ 6～

合計科目数 6～ 6～ 6～

注意：
上記以外に「海外英語短期研修」がある。興味と実力に応じて履修計画に含めることが可能である。
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【建築学科（FA）】

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）

教育目標と理念

履修モデル

授業科目配当表
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建築学科

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
　建築学科は、21世紀において人類の知的住空間を創造することに必要な建築技術とそれを
実社会に適用する能力を修得させることを目的とします。
　すなわち、建築学の「建築計画・意匠」「建築構造・情報」「建築環境・設備」分野の専門能
力と豊かな教養を併せ持つ技術者を養成します。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　未来科学部の建築学科は、本学部の学位授与方針をもとに、以下のすべてを満たした者を、
建築学の「建築計画・意匠」「建築構造・情報」「建築環境・設備」分野の専門能力と豊かな教
養を併せ持つ技術者と認定し、学士（工学）の学位を授与します。
（1）本学科に所定の期間在学すること（※）。
（2）本学部の教育理念「プロの能力、豊かな教養」に基づく、本学科の「人材の養成に関す
る目的その他の教育研究上の目的」に沿って編成された講義、演習、実験、実習科目等から、
卒業に必要な単位を修得すること。

※標準修業年限は 4年。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　未来科学部の建築学科は、設計演習科目を基軸として、「建築計画・意匠」「建築構造・情報」
「建築環境・設備」の 3分野の科目で構成された、学部から大学院修士課程まで一貫性のある
カリキュラムを柱とします。
　当学科は、変化し続ける社会における建築・都市の意義を理解し、その職能を通じて社会に
貢献する意欲を持つことができ、新たな空間を創出するための豊富な知識と確かな技術を有す
る人材を養成します。また、異なる背景を持つ他者に敬意を持って接し、自らの考えを表現し
て的確に伝えることができる能力を涵養します。
以上の考えに基づき、教育課程を編成し、実施します。

教育目標と理念
　建築学は、人々の安全で快適な生活を支え、心を豊かにする文化的な空間を創造するために
あります。建築学科では、これからの社会における建築のあり方を探求しつつ、新たな空間を
創出するための豊富な知識と技術を体得することを目標とします。同時に、社会の情報化や国
際化にも対応し、建築のプロフェッショナルな能力と豊かな教養を兼ね備えた、即戦力となる
人材を育成します。
　そのための教育方針として、学部と大学院修士課程の 6年一貫教育を実現します。完全習
熟教育システムによって、高度な専門性を養い、一級建築士などの資格取得にも十分な技能を
修得させます。特色ある教育のひとつとして、演習や実習に重点を置いた固有のカリキュラム
によって、空間を計画・デザインする能力の開発はもとより、他者と対話し、自己を表現でき
る能力を高めます。さらに、学内および学外における長期インターンシップ制度を導入して、
建築の実務を体験させ、広く社会で活躍する技術者や研究者の行育成に努めます。
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建築学科　履修モデル

● カリキュラムの特徴
(1) カリキュラム全体は、設計演習科目を基軸として、「計画・意匠分野」「構造・情報分野」

「環境・設備分野」の科目から成る。これらの専門科目を体系的に学習することで、建築・

都市空間を創造するために必要な能力を身につける。

(2) 概ね、1、2年次には、建築学の基礎知識を幅広く修得するべく、各分野で用意された

必修科目を中心に履修する。3、4年次と進むに従い、各自がより深く学習することを

希望する分野に重点を置いた履修を行う。4年次では最終的に、各自の専門分野に合わ

せた研究や設計の成果物を作成する。

(3) 建築学科では、学部の 4年間に引き続き、大学院修士課程の 2年間までを含む学部・

修士 6年間一貫のカリキュラムを用意している。学部卒業後、大学院で引き続き各自の

専門分野をより深く学ぶとともに、所要の単位を修得することで、大学院修士課程修了

時に、一級建築士試験受験の資格（実務経験 2年）を得ることができる。

● 進級条件
　1年次から 2年次、3年次から 4年次、それぞれの進級にあたり、以下の条件を満たす

必要がある。

＜ 1年次から 2年次への進級条件＞

　・1年次終了時に 28単位以上修得していること。（自由科目を含まない）

＜ 3年次から 4年次への進級条件＞

　・3年次終了時に 110単位以上修得していること。（自由科目を含まない）

　・ そのうち、人間科学科目 10単位以上、英語科目 4単位以上を修得していること。（自

由科目を含まない）

　・「建築資格講座Ⅱ」を修得していること。

● 履修計画

　次頁の図を参考に、「計画・意匠分野」、「構造・情報分野」、「環境・設備分野」のそれぞれが、

どのような科目から成り立っており、各学年次にどのような科目を履修できるのかを把握し、

各自の希望する分野に従い、関連する科目を適切に履修できるように計画をたてること。

　カリキュラムは年次の進行とともに、基礎から応用へと習熟できるように組まれているの

で、必修科目は配当学年次に必ず修得すること。

　「特別研究」と「特別設計」は、いずれかを必修とする。両方を履修することもできるが、

両方を履修しているからといってそれぞれの課題量や及第点に配慮があるわけではないの

で、自分の学びたい内容と時間的制約等のバランスを十分に考えて、履修計画を立てること。
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【情報メディア学科（FI）】

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）

教育目標と理念

履修モデル

授業科目配当表
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情報メディア学科

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
　情報メディア学科は、21世紀において人類の知的情報空間を創造することに必要な情報メ

ディア技術とそれを実社会に適用する能力を修得させることを目的とします。

　すなわち、情報メディア学の「デジタルメディア」「情報通信」分野の専門能力と豊かな教

養を併せ持つ技術者を養成します。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　未来科学部の情報メディア学科は、本学部の学位授与方針をもとに、以下のすべてを満たし

た者を、情報メディア学の「デジタルメディア」「情報通信」分野の専門能力と豊かな教養を

併せ持つ技術者と認定し、学士（工学）の学位を授与します。

（1）本学科に所定の期間在学すること（※）。

（2）本学部の教育理念「プロの能力、豊かな教養」に基づく、本学科の「人材の養成に関す

る目的その他の教育研究上の目的」に沿って編成された講義、演習、実験、実習科目等から、

卒業に必要な単位を修得すること。

※標準修業年限は 4年。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　未来科学部の情報メディア学科は、多様性を持つ高度情報化社会に対応できるように、メディ

ア学とコンピュータサイエンスを融合した科目配当を柱とします。

　メディア学とコンピュータサイエンスの基礎を学べる科目は、1、2年次に配置し、多様性

に対応できるようにしています。また、科目分類が明確になるように 5つの科目群、すなわち、

メディア基礎科目、プログラミング基礎科目、数理科目、情報基礎科目、キャリア科目に分類

し配置しています。3、4年次には、メディア系 3種類とコンピュータサイエンス系 3種類の

ユニット専門科目から、将来の進路を踏まえて選択できる専門性の高い科目を配置しています。

　上記のように、基礎科目と選択可能な専門科目を明確にした教育課程を編成し、実施します。

教育理念と目標
　情報メディア学は、デジタルメディアおよび情報基盤にかかわる技術の研究と、それらを相

互に関連させつつ体系化することを通して、高度情報化社会の実現に寄与し、次世代の知的情

報空間を創造するためにあります。

　情報メディア学科は、21世紀における人類の知的情報空間を創造するに必要な情報メディ

ア技術とそれを実社会に適用する能力を修得させることを目的とします。同時に、経済・社会
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活動のグローバル化に充分に対応できるプロフェッショナルな能力と、人間と社会を深く理解

できる豊かな教養を兼ね備えた人材を育成します。

　そのために情報メディア学科のカリキュラムは、豊富な専門分野の科目群を「ユニット」と

呼ぶ六つのグループに分類することにより、学生個々の将来像や目標に合わせた学習の方向性

を示すと共に、複数のユニットを組み合わせて学ことで、独自性豊かな専門家を目指すことを

可能としています。このように、情報メディア学科では、これからの情報空間のあり方を探求

しつつ、メディア学とコンピュータサイエンスを融合し、デザイン、表現、技術などさまざま

な観点から情報とメディアへの理解を深めることで、高度情報化社会の基盤をしっかりと支え、

次世代の技術を自ら生み出していくことのできる人材を育成します。
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情報メディア学科　履修モデル

□カリキュラムの特徴
■カリキュラムの特徴

・基礎技術を幅広く修得した後、各自の興味と希望に応じて専門技術を深く学べる仕組み

となっている。

・1年、2年に情報・メディア基礎科目を配置し、3年、4年に情報・メディア専門科目

を配置している。

■科目ユニット制

・専門科目群は分野別に下記の 6つのユニットに分けられている（複数のユニットに属

する科目もある）。

Computer Graphics ユニット（CG）

Video & Soundユニット（VS） 

Media & Interaction ユニット（MI）

Web Intelligence ユニット（WI）

Security & Network ユニット（SN）

Software Technology ユニット（ST）

・ 情報メディア学科では、p.82 の卒業条件に加えて、卒業までに 2 つ以上のユニットを
修了することが求められる。

□履修方法
■ユニット修了の条件

・ユニットに属する専門科目から合計で 6単位以上を単位修得すること。

■卒業研究について

・4年次前期から卒業研究を行う者：卒業研究Aは必修、卒業研究Bは選択

・3.5 年間早期卒業対象者で 3年次後期から卒業研究を行う者：卒業条件として卒業研

究Aと卒業研究Bの修得が必要

・3年間早期卒業対象者で 3年次前期から卒業研究を行う者：卒業条件として卒業研究

Aと卒業研究Bの修得が必要

（卒業研究Aと卒業研究Bの違い）

卒業研究Aは調査などを中心とする研究

卒業研究Bは専門性を必要とするシステム開発や作品制作などを含む研究

（卒業研究の履修形態）

卒業研究Aのみによる 2単位

卒業研究Aと卒業研究Bによる 6単位

※卒業研究の詳細は学科長に問合わせること。

｝
｝
メディア系

情報系
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□履修計画
・卒業までに求められるユニット修了は 2つであるが、3年次は情報系とメディア系から各

1ユニットを含む 3ユニットの履修を前提に多くの単位修得の履修計画を策定すること。

・選択科目の中には、各ユニットを修了するのに受講が推奨される 1、2年次情報・メディ

ア基礎科目がある（表 1に対象となる科目とユニットの対応を示す）。

表 1　各ユニット推奨基礎科目一覧

メディア系

（Computer Graphics ユニット） （Video & Sound ユニット） （Media & Interaction ユニット）

メディアプログラミング演習

メディア信号処理

感性・情報イメージング

微分方程式Ⅰ

物理学Ⅰ

コンピュータ音楽

メディア信号処理

感性情報イメージング

微分方程式Ⅰ

物理学Ⅰ

映像表現演習

感性・情報イメージング

人間中心設計

GUI プログラミング

基礎情報数学B( 確率論と情報理論）

情報系

（Web Intelligence ユニット） （Security & Network ユニット） （Software Technology ユニット）

データベース

情報ネットワーク

データ記述とXML

オペレーティングシステム

情報ネットワーク演習

情報ネットワーク

オペレーティングシステム

GUI プログラミング

データベース

【資格取得による単位の認定】
　情報メディア学科の専門科目では、以下のとおり、資格取得者に対して、所属学科の科目の

単位認定をすることができる。

（資格と認定科目）
資 格 名 称：「基本情報技術者」試験または前記試験相当以上と判断される情報技術に関

する資格試験（学科長に問合せること）

科　 目　 名：情報技術基礎および演習

評 価：RS

学 年：3年

区分・単位数：必修 2単位

※ 資格取得による単位の認定を希望する者は、工学部・未来科学部事務部まで申し出ること。

　なお、資格取得による単位認定の注意事項は次のとおり。

①資格による単位認定の際は、該当科目を履修する必要はない。

②該当科目を履修中の場合は履修を取り消すことになる。

③既に単位修得済みの場合は認定できない。

④履修上限単位数には加算されない。

⑤該当科目が現学年より上級年次の配当であっても、成績表には表記され、進級条件にも加

算することができる。
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【ロボット・メカトロニクス学科（FR）】

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）

教育目標と理念

履修モデル

授業科目配当表

新
入
生
へ

最
初
に
学
修
案
内
・
学
部

学
修
案
内
・
学
科

共
通
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ｒ

履
修
案
内
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ａ
資
格
・
免
許

教
職
課
程
事
務
取
扱
い
学
籍
・
学
費

学
生
生
活
各
種
施
設
就
職
・
進
学

学
則
・
規
程

沿　

革
校
歌
・
学
生
歌
教
育
・
研
究
組
織

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内



ロボット・メカトロニクス学科

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
　ロボット・メカトロニクス学科は、21世紀において人類の知的行動空間を創造することに

必要なメカトロニクス技術とそれを実社会に適用する能力を習得させることを目的とします。

　すなわち、ロボット・メカトロニクス学の「ロボットデザイン」「メカトロニクス」「情報駆

動システム」分野の専門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者を養成します。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　未来科学部のロボット・メカトロニクス学科は、本学部の学位授与方針をもとに、以下のす

べてを満たした者を、ロボット・メカトロニクス学の「ロボットデザイン」「メカトロニクス」「情

報駆動システム」分野の専門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者と認定し、学士（工学）の学

位を授与します。

（1）本学科に所定の期間在学すること（※）。

（2）本学部の教育理念「プロの能力、豊かな教養」に基づく、本学科の「人材の養成に関す

る目的その他の教育研究上の目的」に沿って編成された講義、演習、実験、実習科目等

から、卒業に必要な単位を修得すること。

※標準修業年限は 4年。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　未来科学部のロボット・メカトロニクス学科は、時代の変化に適応してものづくりができる

技術者・研究者を養成するために、「制御」「機械」「電気」「情報」の専門分野と、これらを統

合する「システムインテグレーション」を柱とします。

　初年度には、4分野に共通する知識と技術の基礎を培うために、各専門の基礎科目を必修科

目として配置します。2、3年次には、4分野の専門性を深化させるために、必須達成レベル、

進級条件、進級コードを明示した選択科目を配置します。4年次には、システムインテグレー

ション力を養うための統合科目と卒業研究を配置します。さらに、実践力の習得のために、4

年間を通して、実験、実習、課題解決型学習の科目（※）、キャリア科目を配置します。また、

専門数学科目を 3年間にわたって配置します。

　以上を基本的方針として教育課程を編成し、実施します。
※問題解決型学習：Problem Based Learning、Project-Based Learning（省略は「PBL」）
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教育目標と理念
　種種変化する環境の下で人間が安全かつ快適な生活を送るためには、環境の変化に適応可能

な知的システムが必要です。ロボット・メカトロニクス学は、このようなシステムを実現する

ための基盤技術です。機械工学・電気電子工学・情報工学・制御工学等の専門をベースに数学

的なモデリング力とデザイン力を駆使し、計算機の巧みな活用により要素技術を的確に統合（シ

ステムインテグレーション）した先端技術でもあります。現代は正に、科学技術・産業・環境・

医療・福祉・防災などすべての分野において、この新たなメカトロニクス技術を必要とする時

代です。

　この新たな分野の技術者育成のために、ロボット・メカトロニクス学科では、ものづくりの

基礎と楽しさを知るためのワークショップ、自在に動くシステムを実現するための設計・製作

実習、基礎理論から問題解決のスキルに高めるための豊富な演習などを体系的に組み合わせた

カリキュラムを設けています。これらを通し、問題発見力と解決力の真髄を修得し、創造性あ

ふれるロボット・メカトロニクスの専門技術者、研究者、教育者として、多様化する社会で国

際的に活用できる人材を育成します。
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ロボット ･メカトロニクス学科　履修モデル

１.ロボット・メカトロニクス学科の専門科目

ロボット・メカトロニクス学科の専門科目は、授業科目配当表に示される 12分野の科目群か

ら構成されています。各々の概要とカリキュラムでの位置付けを示します。

(1) 専門数学分野
　メカトロニクス学の基礎は数学です。専門数学のうち「線形代数学 I」「微分積分学およ
び演習 I」は 1年生に配当されている必修科目です。入学初年度に履修し、単位取得する
ことが強く求められます。また、選択科目の専門数学科目が 13科目あり、1～ 3年生に

配当されています。このうち「集合と論理」「離散数学」「数値解析」「メカトロニクスのた
めの数学および演習」「最適化法」の 5科目は、下記の学科専門科目分野の内容と密接に
連携しており、履修を強く勧めます。

(2) 共通基礎分野
　学科専門科目分野の科目群を学習するために不可欠な基礎事項を学ぶことを目的として

います。「物理学 I」「立体認識・基礎製図」「コンピュータ基礎」「機械要素・機構学」「電
気磁気学」「プログラム基礎 I」「基礎制御工学および演習」の 7科目は 1年生に配当され
ている必修科目です。これらは、この学科の学びのエッセンスとも言える科目であり、す

べての科目を 1年生で履修、単位取得することが、2年生以降のスムーズな学習を助けます。

(3) 学科専門科目分野 (電気分野 /機械分野 /情報分野 /制御分野 /統合分野 )
　メカトロニクス学は、電気工学、機械工学、情報工学、制御工学を基盤とし、これらの

統合 (インテグレーション ) による人間生活の動の空間を支える新しい学問分野です。そ

こで、4分野にはそれぞれ 5～ 7科目の選択科目が 2～ 3年生に配当されています。各分

野に偏りなく、各学年で学習することが望まれます。なお、いずれの科目も講義に付随し

た演習が実施されます。演習課題への取り組みによって、学習内容の理解を確実なものと

してください。

(4) 実験・実習分野
　実学重視の観点から、ロボット・メカトロニクス学科では、1年次から 4年次まで実験・

実習科目に取り組むカリキュラムとしています。1年次の「ワークショップ」では、もの
づくりの楽しさと困難さを体感し、学習目標を明確に持つことを目的としています。「物理
実験」では、物理学の基礎的内容を理解するとともに、レポートの書き方を身につけます。
これら 2科目は選択科目ですが、必修科目である「メカトロニクス基礎実験 I」の前提科
目となっているため、必ず履修しなければなりません。2年次以降に配置された「メカト
ロニクス基礎実験」「メカトロニクス総合実験」「メカトロニクス設計製作」では、学年進
行とともにより長期に渡る実験を行なうこととしています。これによって、計画的に問題
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解決する力を身につけ、卒業研究に取り組むことを可能にします。

(5) プロジェクト・研究分野
　「STゼミ」、「輪講」、「卒業研究」から構成されます。「STゼミ」は、1年次から 3年次
前期に開講される少人数ゼミナールです。数学を中心とした基礎力の養成、問題発見、問

題解決能力の涵養、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力の向上を目指します。

「ロボット・メカトロニクス輪講」は、「卒業研究」につながるゼミナール科目です。研究
室の研究テーマを理解し、3年次までの学習内容との関係を把握し、「卒業研究」の準備を
行ないます。「卒業研究」では、所属研究室で各自の研究テーマに取り組みます。ロボット・
メカトロニクス学科での学習の集大成ともいえる科目です。大学院での研究にもつながる

重要な科目です。

(6) キャリア教育分野
　大学、大学院で修得した知識と技能は、将来、みなさんが社会で活躍、貢献するために

活かされなければなりません。このために、専門分野の異なる仲間との共同作業による問

題解決能力を養い、メカトロニクス技術者が社会でどのように求められ、どのように貢献

しているのかを知り、自身がどのように貢献していくべきであるのかを考えることは重要

です。「未来科学キャリアワークショップ」は、建築学科、情報メディア学科の学生とと
もに行なうワークショップ科目であり、必修科目としてあります。1年間、異なる学科で

学習した学生が協力して問題解決に取り組みます。また、3年生には、「企業研究 I」「企
業研究 II」を配置し、各自の将来像を具体的に定める機会を用意しています。

(7) 専門教養分野
　英語で専門内容を理解する力は、従来から技術者に求められていましたが、近年その重

要性が増しています。「英語で学ぶ数学と物理」では、英語で記述された専門内容の理解力
と専門内容の英語での表現力を身につけます。

(8) 教職関連科目分野
教職「数学」に関連する科目です。

２. ロボット・メカトロニクス学科での履修計画

２. １履修のめやす

　ロボット・メカトロニクス学科では、制御工学を基軸として、機械工学、電気工学、

情報工学の最新技術を統合 (インテグレーション )するメカトロニクス学の知識と技能

を修得することを目的としています。そのため、基盤となる学習領域は比較的広範にお

よぶため、大きく偏ることなく学習することが求められます。
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　1年次に配当されている必修科目は、本学科 4年間の学習の重要な基礎であり、すべ

ての科目を初年度に単位取得することが望ましいです。また、実学重視の観点から、2

年次以降の実験・実習科目はすべて必修であり、1年次の「ワークショップ」と「物理
実験」も全員が履修しなければなりません。なお、「ワークショップ」と「物理実験」
の履修については、グループ分けがありますので年度始めのガイダンスでの指示に従っ

てください。

　2～ 3年次には、制御工学、機械工学、電気工学、情報工学の各分野の専門選択科目

が配置されています。2年次には、1年次に備えた基礎力に基づいて学習が進められる

専門基礎科目を、3年次にはより高度な専門科目を配置しています。学生各自の将来像

に基づいた履修計画が求められますが、低学年次の段階では分野に大きな偏りを生じな

い科目選択をし、高学年次に進むにつれてより具体化した将来像のための科目選択をす

ることを勧めます。また、数学力はすべての分野の学習において必要となります。計画

的な数学科目の履修を心掛けてください。なお、年次における学習量の偏りを生じさせ

ないために、配当年次ごとに選択科目をグループ化し、各グループに対して取得単位数

の条件を定めています。

　メカトロニクス学の知識と技能をより深化させるために、大学院への進学を推奨して

います。大学院進学を志す学生は、4年次に配当されている専門選択科目を積極的に履

修することを勧めます。

２. ２資格取得による単位認定

　情報工学関連科目では、大学入学後に学習する内容が多く、履修の順序によって著し

く学習効果が低下することがあります。コンピュータとプログラミングに関わる「コン
ピュータ基礎」「プログラム基礎Ⅰ」「プログラム基礎Ⅱ」「プログラム基礎Ⅲ」は、配
当された順番に履修することを勧めます。また、以下の科目については、「基本情報技
術者試験」「応用情報技術者試験」の合格者に対する単位認定を行なっています。試験
に合格した学生は、高学年次に配当されているコンピュータとプログラミングに関わる

科目を履修することが可能です。なお、資格による単位認定での注意事項は以下の通り

です。

(1) 資格による単位認定の際は、該当科目を履修する必要はありません。

(2) 該当科目を履修中の場合は、履修を取り消すことになります。

(3) 既に単位取得済みの科目については、認定することはできません。

(4) 履修上限単位には加算されません。

(5) 該当科目が現学年より上級年次の配当であっても成績表には表記され、進級条件

にも加算されます。
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【資格と認定科目】
資　格　名　称 科　目　名 評価 学年 区分 単位数

基本情報技術者試験 コンピュータ基礎 RS 1 必修 2

応用情報技術者試験
プログラム基礎Ⅰ RS 1 必修 2
プログラム基礎Ⅱ RS 2 選択 2

※ 資格による単位認定を希望する学生は、工学部・未来科学部事務部まで申し出てください。

２. ３進級条件

　ロボット・メカトロニクス学科では、1年次から 2年次への進級、3年次から 4年次

への進級において条件が課せられています。進級については、授業科目配当表の進級コー

ドならびに進級条件のページを参照してください。

　1年次から 2年次への進級条件は、ロボット・メカトロニクス学科への適性と学生自

身の学習への取り組みを確認する最低限の条件となっています。一方、3年次から 4年

次への進級条件は、1年間で卒業が十分に見込まれる条件として設けられています。4

年次においては、学部での集大成である卒業研究があります。ロボット・メカトロニク

ス学科では、卒業研究を重視しているため、学生は相当の時間を研究に費すことになり

ます。それに加え、大学院進学準備や就職活動がありますので、3年次までに十分学習

しておくことが重要です。

　これらの進級条件を着実に満足するためには、計画的な履修が求められます。入学時

には 4年間の学習計画を構想し、各自の単位取得状況に応じて適宜計画を見直していく

ことが必要です。必修科目を配当年次に不合格となった場合には、次年次に再履修しな

ければなりません。この場合、同じ時限に開講されている在籍年次の科目は履修できな

くなります。このように、不合格科目によって履修計画を大きく変更しなければならな

くなる場合もあります。したがって、在籍年次に配当されている科目はその年次におい

て単位取得することが重要です。

２. ４大学院進学

　技術は急速に発展しています。より高度な技術の修得のために大学院進学を強く勧め

ます。ロボット・メカトロニクス学科のカリキュラムは大学院までの一貫性を考慮して

構成されており、大学院での研究活動に円滑に移行できるようになっています。大学院

への進学には、推薦入試または一般入試のいずれかに合格することが必要です。STゼ

ミ等を通して教員に相談することもよいことです。早い段階で大学院での学習、研究環

境を整えることは有意義なことです。また、学部では、幅広く専門科目を履修しておく

ことが重要です。
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